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・下関おいでっちゃ商店街に
参加して
・緩和ケア研修会を終えて
・BCP災害訓練
・笑顔でつながる、
世代を超えた交流
・認定栄養ケア・ステーション
やすおかの新しい取り組み
・入社式・オリエンテーション

・横野八幡宮夏祭りに
参加しました
・安全運転研修
・バーデンバーデンくるみの家
 「敬老会」
・敬老の日　祝賀コンサート
・フロイデ金比羅バザー開催
・100歳の祝い
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松涛会理念

医療・介護・福祉の連携により、地域社会に貢献いたします 。～あなたの歓びが、私の生きがいです～

問
い
合
せ
先

看護師・介護士・保育士・調理員募集
　　（介護士・調理員は資格のない方でもＯＫです。）

敬老の日　祝賀コンサート

アンサンブル ABO（アボ）様をお招きし、弦楽演奏のコンサートを開催しまし
た。会場に響く美しい音色と懐かしいメロディーに皆さん終始魅了されていまし
た。「長生きして良かった」と涙を流して喜ぶ方もおられ、音楽の力を再実感し、全
員で感動を共有できた特別なひとときとなりました。素敵な演奏をありがとうご
ざいました。

脳いきいきデイサービスねぎ　副主任 久保田　瑞恵

フロイデ金比羅バザー開催

フロイデ金比羅では毎年恒例となっております、活用
品バザーを7月29日、30日に開催しました。地域の方々、
利用者様、職員など多くの来場があり、会場は前年を超え
る盛り上がりを見せていました。品数が多く、ゆっくりと
品定めをする方やお菓子くじに胸を躍らせる方など、各
人各様の楽しみ方があり、会場は笑顔で溢れていました。

小規模多機能フロイデ金比羅　介護士 下道　猛

100歳の祝い

8月25日（火）、オリーブ入居者である沖本栄子様の誕生日をお祝いしました。
沖本様は航海士の免許を持っておられ、オリーブでも趣味や行事に積極的な元気
一杯の100歳です。この日は、ご家族もお招きし、花束と職員・入居者からの歌の
プレゼントをお贈りして、大変喜ばれておりました。私たち職員もまるで家族の
お祝いをするように素敵なひと時を過ごすことができました。

ケアハウスオリーブ　生活相談員 秋本　哲宏

下関おいでっちゃ商店街に参加して

第２回小学生を対象とした看護師体験を行い、子供たちが笑
顔で参加してくれたことに大変うれしく感じました。白衣を着て
手洗いや聴診器体験、心臓マッサージ体験、ナースキャップ作り
などを通して、看護や医療に興味を持つ姿が見られました。ま
た保護者の方からも好評をいただき、地域とのつながりを深め
る良い機会となりました。今回の経験を今後の活動に活かし、
子供たちが医療に親しみを持てる取り組みを継続していきたい
と思います。

安岡病院　西 3病棟　師長 藤野　裕美

バーデンバーデンくるみの家「敬老会」

9月21日（月）に、和太鼓チーム「勝山会」の皆様をお招きして敬老会の催しを開催しました。迫力のある
演奏に加え、小さなお子様たちの元気なバチさばきには、会場中から「可愛い！」「素晴らしい！」と笑顔と
大きな拍手が沸き起こりました。ご利用者やご家族、近隣の地域の方々と共に、伝統芸能の響きを間近で
楽しみ、心躍る温
かなひと時となり
ました。

小規模多機能くるみの家　事業所長 濱田　英記

松涛会
ホームページ

お気軽にご相談下さい。
安岡病院

はまゆう苑

●社会医療法人松涛会安岡病院 担当 /人事係
☎083-258-3711
●社会福祉法人松涛会はまゆう苑 担当 /法人事務局
☎083-258-3800
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松涛会文化祭開催
日時：令和８年 11月14日(土) 10：00～14：30
場所：安岡病院敷地内 雨天決行
バザー、演芸、作品展示、健康相談等を予定 

緩和ケア研修会を終えて

今回の研修では、「高齢者のニーズや望む日常生活が、痛みに
よって妨げられることなく、安らかで心地よく過ごせる」ことを
目的に、地域の医療従事者を対象とした緩和ケア研修会を開催
いたしました。高齢化が進む下関医療圏において、痛みの自己申
告が困難な認知症患者様への疼痛評価は共通の課題です。研修
では、多職種による支援の必要性を再確認するとともに、他院の
皆様と活発な事例検討を行いました。互いの異なるアセスメン
ト視点を学び合ったことで、明日からの実践に繋がる大変貴重
な時間となりました。
この取り組みを機に、地域の医療連携をさらに強固なものと

し、当院の緩和ケア病棟としても地域を支える役割を果たして
いけるよう、今後も励んでまいります。

今回は水害やシステム障害を想定したBCP訓練を実施しました。本
部立ち上げ、全館放送での連絡、新報告書による各部署からの報告、電
子カルテの停止・復旧等のタイムラインを確認しました。報告体制で
は、昼間想定の連絡網への改定や本部への情報集約ルールの再整理が
課題となりました。水害対策では、吸水シートを実際に使用し、10Lの
吸水力や専用処理剤による廃棄手順を訓練後に確認しました。今後も
各種防災備品の使用方法を周知徹底できるよう委員会活動を行って
いきます。

BCP 災害訓練
安岡病院　副看護部長　兼　緩和ケア病院　師長 松永　忍

今年は初めて近隣の、でしまつこども園の先生方と一緒に企画を進
め、夏祭りと文化祭に向けた取り組みを行いました。夏祭りでは園児
の皆さんをお招きし、会場には笑顔が広がる、活気あふれる楽しい時
間となりました。

文化祭に向けた作品づくりで
は、園児とご利用者様が力を合
わせ、貼り絵を制作しました。
世代を超えて一つの作品を作り上げる姿に、交流の素晴らしさと大き
な喜びを感じました。
これからも地域とのご縁を大切にし、笑顔が広がる、心温まる交流を

続けてまいります。

笑顔でつながる、世代を超えた交流
小規模多機能ケアタウン江の浦　事業所長 道森　碧

認定栄養ケア・ステーションやすおかの
新しい取り組み

県健康増進課の「やまぐち健康応援団による食環
境づくり強化事業」を受託し、外食・外食のヘルシー
メニューの栄養価計算と登録に向けた支援を開始
しました。栄養面を確認しながら、減塩や野菜摂取の

増加につながる健康的な
食環境づくりを継続的に、
提供している飲食店等を
報告する事業です。本市で
は初めての取り組みです。

臨床栄養師 林　辰美

入社式・オリエンテーション
今年も入社式とオリエンテーションを実施しま

した。今回から医師にも施設見学に参加していただ
き、法人全体への理解を深める機会となりました。
感想文からも、松涛会への理解や仕事への熱意が伝
わる声が多く寄せられました。創設者の想いと理念
を大切に、職員一同、地域の皆さまにより良い医療・
介護サービスを提供できるよう努めてまいります。

安全運転研修

さる、7月16日(木)に下関警察署の協力を得て、年
１回の安全運転研修を行いました。松涛会では患者
や利用者ご自宅への訪問や病院・介護施設への送迎
など、様々な場面で車を使用します。業務では不慣
れな場所や狭い生活道路が多く、より慎重な運転が
求められます。
気持ちを新たに
職員一同、改め
て安全運転に万
全を期してまい
ります。

安岡病院　事務長 野村　勉
横野八幡宮夏祭りに参加しました

地域のみなさまのお心遣いにより今年も利用者
様と素敵な想い出づくりができました。「昔は毎年
行っていたのよ。太鼓の音を聞くとわくわくする
わ。また来られるなんて思わなかった！」と涙を浮
かべながら喜ばれる方。会場についてすぐに焼き鳥
とノンアルコールビ
ールを購入される方。
施設だけでは見られ
ない利用者様のお姿
に職員も嬉しく心が
あたたまるひととき
でした。

有料老人ホームやすらが丘　事業所長 野端　佳恵

安岡病院　副看護部長　兼　緩和ケア病院　師長 松永　忍

出典元：健康やまぐちサポートステーション
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大きな拍手が沸き起こりました。ご利用者やご家族、近隣の地域の方々と共に、伝統芸能の響きを間近で
楽しみ、心躍る温
かなひと時となり
ました。

小規模多機能くるみの家　事業所長 濱田　英記

松涛会
ホームページ

お気軽にご相談下さい。
安岡病院

はまゆう苑

●社会医療法人松涛会安岡病院 担当 /人事係
☎083-258-3711
●社会福祉法人松涛会はまゆう苑 担当 /法人事務局
☎083-258-3800


